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 第１節	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１	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２	 潜在的危機感	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 第４節	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 第２節	 先行研究	 	 
	 	 













	 (1)	 中国語文献	 
































































































ビスが必要であり、マスメディアの影響も軽視されるはずはない」(14)。	 	 	 









































っ子の「小皇帝」のイメージとは異なる。	 	 	 	 



























ような家族の相互作用を利用して、親からの援助と支えを求めることができる（20）」。	 	 	 	 	 
	 C	 辺燕傑	 















































してある程度の比率を占めることとなり、安定的な家族形態といえる。	 	 	 








	 ○4 	 親子関係と一人っ子の親の老後	 































































	 (3)	 英語文献	 





















































































































婚姻法（1980 年９月）	 ・計画出産の義務	 
・結婚年齢を制限	 
・優生	 
母子保健法（1994 年 10 月）	 ・婚前検査	 	 	 	 	 	 ・遺伝相談	 
・産前診断	 	 	 	 	 	 ・母子保健	 




各地区の計画出産条例（1992 年 4 月までにチベッ
トを除き、29 地区で制定ずみ、何度か改定）	 
・結婚年齢の上乗せ	 	 
都市部では、男 27 歳	 女 25 歳	 





















































どは漢族であるが、満族や回族なども居住している。	 	 	 
	 済南市は、6 区（市中区・歴下区・天橋区・槐蔭区・歴城区・長清区）を統轄する。
長清区は済南の市街地から離れており、実質的に済南市街地を構成するのは残り 5 区で
ある。「山東省省情資料公報」によって、2013 年まで山東省の常住人口は 9733.39 万人
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 １	 親にとっての高い消費	 
	 
	 大学院生である一人っ子 C・Q 氏（1）の例は代表的なものである。彼は生活費を親から




































宅値段は一平方メートル当り 8,000 元を超えた（日本円で換算すると 16 万円に相当）。
特に良い学校付近の住宅値段は一平方メートル当り 14,000 元以上が一般的である（日








	 新婚用住宅の購入に関して、一人っ子 Y・F 氏（3）はつぎのように語った。「私は 28 歳
の時持ち家があった。その家は親の金で買い、100 平方メートルで、70 万元（日本円で








たから、親類から 40 万元（日本円で換算すると 800 万円に相当）を借金し、その住宅
を買った。私は住宅ロ-ンも負担しないで、持ち家を得た」。	 
	 結婚した人だけではなく、学部の卒業前でも、新婚用住宅を持っていた人も多い。未



















	 今回調査した 32 ケースの一人っ子家族のなかに、結婚する際 4 人は新婚用住宅を持

























































































































































	 一人っ子の母である Y・Z 氏（12）と夫は、共にレイオフされた工場労働者であり、現
在既に退職している。毎月二人の年金は、共に 5,000 元（日本円で換算すると 10 万円
に相当）である。Y・Z 氏の親たちは、以前住宅一軒を持っていたが、息子に新しい住
宅が買えなかった。何年前に、息子が結婚するため、彼らは 30,000 元（日本円で換算
すると約 60 万円）で済南市から 40 マイル離れた田舎に、平家を買った。Y・Z の以前
の都市にある住宅は、息子たちに住まわせ、田舎の平家に引っ越した。Y・Z 氏の夫婦
は、ともに都市で生まれ、育ち、田舎で生活したことがない。	 
















700 元（日本円で換算すると 1 万 4 千円に相当）で私に格好いい自転車を買ってくれ、
当時のクラスメートたちはみんな私をうらやましく思った。1995 年当時、普通のサラ
 40 






え、ほぼ自費であり、手術の費用も高い。約 40 万元（日本円で換算すると約 800 万円）
が必要だ。私の住宅を買わなかったなら、親たちは 70万元（日本円で換算すると約 1,400
万円）の貯金を持っていた。わたしの住宅を購入のため、70 万元が必要だった。その

























	 一人っ子である T・X 氏はつぎのように語った。「大学時代から、私は車で大学に行き、
他の学生に羨ましく思われた。車で通学することは、当時、特別なことで、格好いいだ
と思っていたが、父が私に車を買ってくれたことは私にとって意外だった。そのとき、





















	 一年前から、姑は毎月 10,000 元（日本円で換算すると 20 万円に相当）を J・W 氏に
あげ、「育児の特別支出金」と姑は言っていた。J・W 氏は、姑の話したことを次のよう
に述べた。「これから、私の孫の服は全部ブランド品を買おう。単品 1,000 元（日本円


















































































































した」と Y・F 氏が言った。	 





	 F・L 氏（16）の娘は現在 2 歳であり、6 ヶ月から知能開発の教室に行き、その課程は主
要な科目とほかの科目に分けられる。主要な科目は数学と言語であり、ほかの科目には



















き、1,000 元（日本円で換算すると 2 万円に相当）だけの貯金しかできない。	 




かった。2 歳の子どもの場合、普段一ヶ月 4 缶ぐらい粉ミルクを飲むとほかの母から聞























（1）C・Q 氏、男性、33 歳、大学卒業、未婚、私営会社の社員である。個人情報の詳	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 年、28 ページ。	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 G 氏の父が亡くなったため、母一人で彼を扶養した。結婚用住宅を買えないため、	 
	 	 	 	 	 A・G 氏夫婦は現在 A・G 氏の母と一緒に住んでいる。	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 した。N・S 氏の親たちは住宅ローンで彼に歴下区に 150 平方メートルの学区の	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 N 氏の家族は豊であり、父は大学の学長である。X・N 氏の結婚用住宅は親たちが	 
 50 
	 	 	 	 	 	 買った。150 平方メートルであり、停車位置などの施設もつれ、学区もよい。	 
（12）Y・Z 氏、60 歳、既婚、高校卒業、元国有企業の工場労働者であり、レイオフさ	 
	 	 	 	 	 	 れた経験がある。は少ない。Y・Z 氏は息子に新婚用住宅を用意するため、田舎	 
	 	 	 	 	 	 に引っ越し、住んでいる住宅を息子にあげた。	 
（13）T・X 氏、32 歳、既婚、大学卒業、国有企業に就職し、課長である。T・X の父は	 
	 	 	 	 	 	 腎不全であったが、看病用の 70 万元で TX に 100 平方メートルの新婚用住宅を	 
	 	 	 	 	 	 買った。	 
（14）女性、30 歳、短期大学卒業、夫婦二人とも一人っ子である。看護婦として仕事	 
	 	 	 	 	 	 している。今２歳の息子をもっている。	 
（15）梅珱迪・陳統奎「中国特有的一代————独生父母」『社会掃描』2006 年第 11 号。	 
（16）女性、31 歳、大学卒業、現在陕西省に住んでおり、家庭主婦である。夫婦二人	 
	 	 	 とも一人っ子である。	 
（17）女性、34 歳、短期大学卒業、主人も一人っ子である。自動車学校会計として仕	 











	 	 	 第１節	 一人っ子の優越感と危機感	 
	 
	 １	 一人っ子の優越感	 
	 
	 今回調査した 32 ケースの一人っ子家族のなかに、一人っ子は 29 人、一人っ子の親は








































































































































































































































































































	 	 	 第２節	 親子間の対立	 
	 


































































































ないかと思いました」と一人っ子 X・N 氏の父が言った。	 
	 








とした。しかし、G・K 氏はまだ 60 歳なので、家を息子の名義に変更することが早いと
考えているようである。毎回、息子が家の名義変更に言及したとき、G・K 氏は怒る表
情をみせた。しかし、怒っているとはいえ、G・K 氏が息子のために貯金し続けている。	 	 










































	 	 	 第３節	 自立できない子と子離れできない親	 
	 








































































































































































である。「済南で仕事したとき、毎月の給料は 2,000 元（日本円で換算すると 4 万円に
相当）だった。あの時、済南市に住宅を買ったから、毎月の住宅ロ—ンが 1,400 元（日














る。一人娘である M・T 氏と N・Y 氏の家族情況をみると、両者の両親の所得は同じレベ
ルである。M・T 氏は小さい頃から両親に厳しく教育され、豊かな生活条件ではなかっ



























	 31 歳の未婚の一人娘 T・C 氏は次のように語った。「実は今、経済的な理由で親と別
居できないのではない。親の家から離れることは、心理的に何より難しい」。それとと


































































一人っ子である N・S 氏の両親は、まさにそのような人である。N・S 氏の父は、山東
省の大型国有企業の幹部であったが、すでに退職した。母親は国有企業から退職した。
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1978 年中国共産党中央委員会第 69 号文件、２、『一人っ子提議書――革命のため、子
どもは一人に』（以下『一人っ子提議書』）、３、1979 年全国計画出産事務室主任会議の
開催、である。	 
	 中国共産党中央委員会第 69 号文件によると、「計画出産方針を確立したうえに、（中
略）政策に関する問題を解決する」。第 69 号文件が明記した計画出産の方針は「夫婦一
組について子ども一人が最も好ましく、多くても二人」である(18)。	 





































































政府はマスメディアで大いに人口抑制の重要性を宣伝した。1980 年 2月 11 日において、
『人民日報』は、『必ず計画的に人口増加を抑制しなければならない』という社説を発
表した。その社説は人口増加の具体的な目標を出した。	 
	 1980 年 2 月 13 日、宋健、田雪原、李宏元、於景元は、共同に今後 100 年の人口を予
測した。彼らによると、「1985 年までに完全に『一人っ子化』を達成すれば今世紀末の
人口増加率はゼロに近づく、全国人口総数は 11 億以下に抑えられる」(36)。同時に、彼
らは、「人口高齢化は少なくとも今世紀内に生じない。しかも 21 世紀の初めの 20 年以
内には深刻化しない」(37)と言った。その人口予測のレポートは、一人っ子政策に対す
る大きな影響を及ぼすものであった。そのレポートを発表したため、その後、宋健は『公
開書簡』の著者の一人となった。1980 年 9 月 7 日、華国鋒総理は第 5 期全人代第三回
会議で「夫婦一組に子ども一人を幅広く強力に提唱し、今世紀末の全国総人口が 12 億
を超えないようにしなければならない」と述べた(38)。	 


















全国で中絶手術をうけた人数は 268 万に達し、1981 年一年間の総出生人数より多かっ
た(43)。	 











	 （１）	 一人っ子政策の正機能	 
	 A	 人口増加を抑制	 
一人っ子政策の直接な影響は、人口増加を抑制したことである。一人っ子政策は都市
戸籍者に対する政策であるが、農村人口の増加及び全国人口増加の抑制にも寄与した
(45)。1979 年、一人っ子政策が実施されてから現在までの 30 数年間において、中国は世
界の人口抑制に対して大きな貢献をした。一人っ子政策の効果として、3 億人以上の出
産を抑制し、中国の近代化に貢献した。	 

























	 （2）	 一人っ子政策の逆機能	 











の高齢者の生活水準は比較的に低い(51)。したがって、2013 年 7 月修正した「高齢者权
益保障法」は、親と一緒に暮らしていない子どもは「よく家に帰り、親の面倒を見るべ
き」と訴えた。その規定は、現在の老齢者の介護の難しさを反映した。	 






















第 2 節	 文化大革命	 
	 





























































































































































に関わる競争からである。時には、子どもが比較されたツールだけのケースもある。	 	 	 
その異常な競争意識は、現代の中国社会での競争し合う集団心理の反映である。かつ
て中国知名作家の梁曉声がある大学で講座を行った時に、大学一年の男子学生と対話し























第 3 節	 社会の富裕化	 
	 










































































































































































































図 3−1	 一人っ子家族の親子関係への影響要因	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養育コストは約 24 万ドルである(15)。2013 年、中国メディアの報道によると、北京家族























図 4−1	 19 世紀前と 19 世紀後の親にとっての子どもの価値の転換	 
	 
	 19 世紀前の子どもの価値	 19 世紀後の子どもの価値	 
１	 労働力	 精神的中心	 
２	 血統を継ぎ	 消費者	 




























































































































































































































































































































































































	 １	 突然に実施される一人っ子政策	 
	 



































































	 1949 年建国してから、中国政府は人口問題を重視するようになった。1953 年、中国
歴史における初めての人口センサスが全国で行われた。センサスの結果によって、1953
















































	 2	 急速な豊かな社会の到来	 
	 


























































	 3	 これまでになかった「文革両親」	 
	 
	 全体的に、一人っ子の親たちは厳しい環境で生まれて、育てられた。第一代の一人っ
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海 外 で 留
学 し て い
る。主人と
息 子 は 調



















レ イ オ フ
の た め 、
R・P は 3
年 間 に 収
入 が な か
った。R・P
の 主 人 は
給 料 が よ
 156 
り高い。	 














い 頃 か ら
母 に 溺 愛
された。2
年前、L・Y
の 母 は 癌
























の 出 身 で
あり、退役
の 軍 人 で
ある。	 














日 本 で 留
学 し た 経
験 が も っ
ている。3
年 前 は 離
婚し、その
















は 会 社 の
副 社 長 で
ある。	 
7	 T・C	 女性	 33	 大学	 記者	 無	 無	 3000 元。住宅を
もってない。	 
未 婚 で あ
るため、今
ま で 両 親
と 一 緒 に





















未 婚 の 娘
と 一 緒 に
住 ん で い
る。犬 2 匹
を 飼 っ て
いる。	 



































五 年 前 に
腎 不 全 と
診断され、
こ れ ま で
に 血 液 の
透 析 で 生
きてきた。	 



























男性	 34	 博士	 大学
の教
員	 





























退 職 後 暇
な 時 間 が
多 く あ る
ため、毎日
麻 雀 を し
ている。	 
15	 X・N	 男性	 34	 修士	 短期
大学	 




外 国 で 留
学 し た 経
験がある。
X・N の父は
大 学 の 学
長である。
卒業後、父
の 助 け で
研 究 機 関
に入った。
研 究 に 興
味 を も っ
て な い た
め、転職し
た。	 
現 在 上 海
の 会 社 で
仕 事 し て
いる。商売
の 仕 事 し
 160 
ている。妻
は 今 日 本
で 仕 事 し
ている。	 













5 歳 の 際
A・G の父は
亡 く な っ
た。母は１
人 で 彼 を
扶養し、再
婚 し な か
った。A・G
は 給 料 が
高 く な い
と思う。仕
事の以外、
小 規 模 の
雑 貨 店 を
経 営 し て
いる。	 

























人 で 息 子




入 は な か
った。その
期 間 は 息
子 と 「 低
保」（生活
保護制度）
で 生 活 し
ていた。	 

































で 調 査 地
域から 40
マ イ ル の
田 舎 で 安
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い 家 を 買
い、田舎の
家 に 住 ん
でいる。今
年 Y・Z は
癌 で 亡 く
なった。	 













5 年 前 離
婚。	 






















は 両 方 と
も レ イ オ
フされた。	 













は 他 の 町




は 別 居 し
ている。子
ど も た ち	 
は J・と生
活 し て い
る。三年以
内、	 J・J
は 主 人 の
町 に 引 っ
越 し す る
予 定 が あ
る。	 
































主 人 も 一
人 っ 子 で
ある。住宅
は Q・L の
親 か ら も
 164 
らった。	 











不 妊 で あ
ったあめ、
不 妊 治 療
で子ども 2
人 が で き
た。	 
























31	 D・W	 男性	 35	 高校	 自営
者	 





が ん で 手
術 を う け
た。十年前
D・W の父は
亡 く な っ
た。	 










妻 も 銀 行
の 職 員 で
ある。	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亡 く な っ
た。	 
















有	 無	 4000 元。住宅は
親からもらっ
た。	 
妻 は 主 婦
である。	 















乗 用 車 を
も っ て い
る。	 












現 在 ア メ
リ カ で ソ
フ ト ヴ ェ
ア に 関 す













大 学 院 生
で あ っ た
とき、C・Q
の 生 活 費
が 親 か ら
もらい、そ
の 金 額 は
毎月 4000
元 を 超 え
て い る 。	 
C・Q の両親
は 一 般 的
な サ ラ リ
ー マ ン な
ので、4000
元 は 家 族
の 所 得 の
半 分 を 占
めている。
現 在 北 京
で 仕 事 し
ている。	 











夫 婦 両 方
の 親 の 体











ど も を 世
話 す る こ
と は で き
ない。C・E
は 子 ど も
を 手 伝 い
さ ん に 預
け て 育 て
な け れ ば
ならない。
部 屋 の ロ
ー ン も あ
るため、息
子 が 生 ま
れ る 前 に
生 活 が ぎ
り ぎ り で
あったが、
現 在 生 活
は ま す ま
す 難 し く
なった。	 
